


訪ゐ忠冠瓲回凹宅

がくげいかい

年末フ剌Ｊ持集：

佐
井
小
学
校

１１０／１も

ワッショ イ！不景気 風を吹き飛 ばせ さ わやかな歌声をプレ ゼントし ます

村のこ とは頼 れる女性にまかせてネ

磯
谷
小
中
学
校

銷／皿

「おりょうの木」 ♪イエスタデ イ・ワンス モア みんなノッてる かい ？

原
田
小
学
校

、９／２７

５人の「チャールストン」 温暖化 から地球を救おう



白図回励

文 化 祭
佐
井
中
学
校

Ｖ
１１／１－

「Ｍｙｎａｍｅｉｓアリババ」 品 ぞろ え豊富でおいしいヨ

牛
滝
小
中
学
校

ぐ１０／３］夕

悪代官 は出て来い！ 牛滝 少年少女合唱団のコ ーラス さいごまでみてね

長
後
小
中
学
校

ぐ）／１ｇ

風雅な「元禄も みじ踊り」 がんばりま～ す ♪もののけ姫

福
浦
小
中
学
校

丶１１／１５＊

熱演におひねりも上がる！ 大人も顔負けの舞い



開かれた行政を目指して
人 件 費 の 状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職（農業委員・議員等）

に支給される給料・報酬を含みます。

職 員 給 与 費 の 状 況

（平成１０年度普通会計当初予算）

給 料 ２億４，５５０万円

期末・勤勉手当 １億１，７０８万円

その他の手当 ４，２９６万円

合 計 ４億〇，５５４万円

（注）その他 の手 当 には退職 手当を含 みません。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成ｌＯ年４月１日現在）

昇給期間短縮の状況 平成９年度

（ ）は８年度

職 員 の 初 任 給 の 状 況（平成ｌＯ年４月１日現在）

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成ｌＯ年４月１日現在）

一般行 政職の級別 職員数 の状況（平成ｌＯ年４月１日現在）

１。佐井村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

特別 職 の 報 酬 等 の 状 況 呼成ｌＯ年４月１日現在、期末手当に平成９年度の実績）



職員 手当 の状 況

期末手当・勤勉手当（平成９年度）

（注）支給割合は国と同じです。

（国・佐井村とも職制上の段階職務の

級等による加算措置があります。

）

特 殊 勤務手 当（平成９年度）

時間外勤務手当

その他 の手 当（平成１０年４月１日現在）

退職手当

（注）１．支給割合は国と同じです。

２．退職手当の１人当たりの平均支給額は８年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均値です。

定 員 の 状 況

部門別 職 員数 の状況 （各年４月１日現在） 平成１０年度の職員数の増減状況

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分

を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常

勤職員を除いています。



麹３回

佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会

十
一
月
一
日
（
日
）
、
ア
ル
ザ
ス
で
「
第
十
三
回
郷
土
芸
能
発
表

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
村
内
の
八
団
体
・
九
演
目
が
、
日
頃
の
郷
土
芸
能
伝
承

活
動
の
成
果
を
見
事
に
披
露
。
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

神楽（平獅子） 原田共済会 祭囃子 古佐井共済 会

神楽（子ども） 福浦芸能保存会 追分（手踊り） 磯谷敬神会 神楽（家固め） 牛滝若者組

まぐろ大謀網ばやし 矢越若者会 南部もちつき踊り 川目神楽会

祭囃子 大佐井青年会 歌舞伎「太閤記九段目」 福浦芸能保存会



平成１０年度

赤 会
１１／１１水）アルザス

しおさいホール

～人にやさしく
ともに生きる

社会をめざして～

十
一
月
十
一
日

（
水
）
、
ア
ル

ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
「
赤

十
字
の
果

づ
く
り
推
進
大
会
」

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
、
村
内
の
不
中
学
生

や
来
賓
な
ど
、
約
二
百
名
が
参
加
。

第
一
部
で
は
、
赤
十
字
の
里
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
優
秀
作
品

の
発
表
、
ま
た
今
年
八
月
の
「
青

少
年
赤
十
字
タ
イ
訪
問
の
翼
」
参

加
者
の
体
験
発
表
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
タ
レ
ン

ト
の
桂
小
金
治
氏
が
「
人
の
心
に

花
一
輪
」
と
題
し
て
講
演
。
自
ら

の
生
い
た
ち
や
体
験
を
通
し
、
親

の
あ
り
が
た
さ
や
大
切
さ
な
ど
に

つ
い
て
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
三
上
剛
太
郎
の
よ

う
に
や
さ
し
く
て
お
互
い
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
こ
う
と

心
に
誓
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

晩
秋
恒
例
の
佐
井
中
学
校
吹
奏

学
部
定
期
演
奏
会
が
、
十
一
月
十

二
日
に
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
井
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
序
曲
や
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
を
演
奏
。
観
客
は
ブ
ラ

ス
の
響
き
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
み

ま
し
た
。

三
年
生
は
、
さ
み
し
い
け
ど
こ

れ
が
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
。
お
疲
れ

さ
ま
で
し
か
。

全国民生委員児
童委員大会に

参加して
佐井村民生委員児童委員

中 村 喜 一

十
月
十
九
日
、
二
十
日
の
二

日
間
、
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

「
平
成
十
年
度
第
六
十
七
回
全

国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

民
生
委
員
法
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
大

会
で
す
。

会
場
の
マ
リ
ン

メ
ッ
セ
福
岡
に

は
、
本
県
か
ら
参

加
し
た
二
十
五
名

を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
五
千
数
百
人

も
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。

厚
生
大
臣
、
福

岡
県
知
事
な
ど
の

あ
い
さ
つ
の
後
、

光
田
鮃
全
国
民
生

委
員
・
児
童
委
員

連
合
会
長
が
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
光
田
会

長
は
、
来
年
度
に

五
十
年
ぶ
り
に
民

生
委
員
法
が
犬
改
正
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
旨
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
お

け
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
支
援
の
あ
り
方

を
「
保
護
指
導
」
か
ら
「
自
立

支
援
」
に
変
え
な
が
ら
、
民
生

委
員
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
な

法
律
の
制
定
に
向
け
運
動
し
て

い
き
た
い
、
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

続
く
記
念
講
演
で
は
、
漫
画

家
の
長
谷
川
法
世
氏
か
ら
「
わ

が
ま
七
樽
多
を
語
る
」
と
題
し
、

博
多
祇
園
山
笠
の
由
来
や
現
在

の
運
営
方
法
に
つ

い
て
、
面
白
く
か

つ
興
味
深
い
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
宣
言
な
ど

を
満
場
の
拍
手
で

採
択
後
、
捗
兀
の

方
々
が
演
ず
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
関
係
者
手

数
百
人
に
よ
る
圧

巻
尸
噂
多
ど
ん
た

く
囃
子
が
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
り
ま
し

た
。最

後
に
、
大
会

の
冒
頭
に
皇
后
陛

下
か
ら
賜
っ
た
御

歌
を
ご
披
露
し
て
、
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。

幸
薄
跡

人
の
杖
巨
嘱
柱
と
も

な
り
て
労

る

大
ぞ
尊
き



啄哇碌だより

みんなの力で 二

「寝たきりゼロ」を

今

年

も

あ

と

ひ

と

月

・
：

一
年
の
締
め
く
く
り
と
い
え

ば
、
大
晦
日
に
は
年
越
し
そ
ば

を
食
べ
ま
す
。
そ
ば
の
実
の
三

角
形
が
邪
気
を
払
い
、
そ
ば
の

よ
う
に
長
く
寿
命
を
延
ば
し
た

い
と
い
う
理
由
が
そ
の
始
ま
り

で
す
。

そ
ば
は
健
康
食
品
と
し
て
優

れ
て
お
り
、
高
血
圧
予
防
や
動

脈
硬
化
予
防
に
有
効
な
物
質
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
越
し
そ
ば
を
食

べ
て
来
年
も
ま
た
、
健
康
で
あ

り
ま
す
よ
つヽ
に
…
。

家

庭

看

護

教

室

に

参
加

し

て

み

ま

せ

ん

か

い
ざ
、
お
年
寄
り
の
お
世
話
を

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
分
か
ら
な

い
こ
と
や
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
す
。
そ
う
し
た
介
護
の
方
法
は

「
家
庭
看
護
教
室
」
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
年
度
も
三
月
ま

で
、
各
地
区
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
教
室
で
取
り
あ
げ
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
区
保
健
協
力
員
か
保
健
婦
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

寝

た

き

り
匸

な
ら

な

い

。

さ
せ

な

い
た

め

に

今
月
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン

ガ
を
見
な
が
ら
、
寝
た
き
り
や
リ

（

ビ
リ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
「
年
を
と
れ
ば
寝

た
き
り
に
な
る
の
は
仕
方
な
い
」

「
脳
卒
中
に
な
っ
た
ら
寝
た
き
り

は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
て

い

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
日
頃

か
ら
健
康
管
理
を
心
が
け
た
り
、

適
切
な
介
護
や
リ
（

ビ
リ
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
寝
た
き
り
は
十
分

予
防
で
き
ま
す
。

お
互
い
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
家
族
や
地
域

の
中
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

自分の身のまわりのことは自分でやりましょういたわりす１はかえって纐

お
年
寄
り
は
、
一
週
間
寝
込
ん
だ
だ
け
で
、

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

む

し

歯

ゼ

囗

で

き

ょ
う

も
一
兀
気
！
・

福田 真桜ちゃん

（大佐井）

ちよつと ＤＥ 提供 食生活改善推進員

ライスコロッケ ～ごはんを食べない子どものために～
＜１人分 ２３７ｋｃａｌ＞

・ ５人 分材料

ごは ん３圓９ 人参１５９

玉 ねぎ５（）９ ケ チャップ大さじ２

マーガリン１０９ チ ーズ１５９

小麦 粉・卵 ・パン粉 ・油

＜ 作り方＞

①人 参、玉 ねぎは みじ ん切りにする 。

②フラ イパンにマーガリンを入れ、①とご 飯をい ためケ

チヤツプ で味をつける
Ｏ

③チーズは 、②のご飯で包んで丸く 形を整える 。

④③に 小麦粉 、卵、パン粉の順に衣をつけ、高温に熱

した油 で色よ ＜カリツと揚げる。



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
リ
に
も

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
毎
年
行
っ
て
い
る
ク
リ
ス

マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
、
今
年
で

八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ

ス
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
家
ヘ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
て

訪
問
し
、
「
来
年
も
来
ま
す
か
ら

元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
」
な
ど

と
声
を
か
け
な
が
ら
ケ
ー
キ
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の

心
の
こ

も
っ
だ
あ
た
た
か
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

☆
と

き

十
二
月
二
十
日

百

）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

☆
と
こ
ろ

佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
な
ろ
」

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト

手
づ
く
リ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

と
参
加
者
の
笑
顔

☆
申
込
方
法

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
申

込
用
紙
か
お
り
ま
す
か
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
小
・
中
学
生
の

場
合
は
、
必
ず
親
の
承
諾
が
必

要
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
に

つ
い
て
は
、
学
校
に
申
込
用
紙

が
あ
り
ま
す
。

☆
申
込
し
め
切
り
日

十
二
月
十
一
日
（
金
）

☆
問
い
合
わ
せ

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

ａ
⑩
４
１
８
１

十
一
月
五
日
、
ア
ル

ザ
ス
で
、
佐
井
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
「
第
二
十
五
回
佐

井
村
老
人
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
百
八
十
名
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
が
一
同
に
会

し
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。式

典
で
は
、
長
年
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
会
員
の
方
々
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
ま

た
、
村
長
は
じ
め
村
議

会
議
長
、
社
協
会
長
か

ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
を
は
さ
ん

で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
杉
の
子
会
（
む
つ
市
）
、

日
赤
奉
仕
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
よ
る
踊
り
を
楽
し
み
、
犬

満
足
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
、

日
赤
奉
仕
団
の
み
な
さ
ん
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
々
－

○
両
佐
井

・
黒
澤

と
よ

・
坂
井

り
せ

・
竹
内
テ
ル
ヱ

○
原

田

・
木
部
ト
ミ
ヱ

○
川

目

・
鈴
木

俊
夫

○
矢

越

・
舘
脇

す
み

・
福
田

イ
ツ

○
磯

谷

・
田
中

武
雄

・
横
浜

定
男

・
横
浜

あ
さ



交
通
安
全
は

み
ん
な
の
願
い
…

交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
気
の
ゆ
る
み
で
起
こ
り
ま
す
。
事
故
に
あ
っ
た
当
事
者
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
周
囲
の
方
も
大
変
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
す
。

村
で
は
、
悲
惨
な
事
故
を
な
く
す
た
め
、
「
佐
井
村
交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
」

を
今
年
三
月
に
制
定
し
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
既
に
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
こ
の
条
例
を
通
じ
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ

れ

ま

で

の
死

亡

事

村
の
交
通
事
故
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
き
、
昭
和
四
十
八
年
に
村

内
で
子
供
が
生
コ
ン
の
ミ
キ
サ
ー

車
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た

死
亡
事
故
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録

が
四
一
八
〇
日
ま
で
継
続
し
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
八
年
に
自
動
車

に
よ
る
死
亡
事
故
が
あ
り
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
た
。

「
再
び
死
亡
事
故
を
起
こ
す
ま

い
」
と
い
う
こ
と
で
活
動
を
再
開

し
、
四
八
二
四
日
ま
で
ゼ
ロ
記
録

が
続
き
、
い
よ
い
よ
五
〇
〇
〇
日

達
成
と
い
う
時
に
、
一
昨
年
、
昨

年
と
二
年
連
続
で
お
年
寄
り
が
犠

牲
と
な
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。例

が

で

き

る

ま

で

村
に
は
、
本
条
例
が
制
定
さ
れ

る
前
に
も
交
通
安
全
に
関
す
る
条

例
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
旧
条

例
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
あ
ま
り
そ
の
条
例
の
効
果
が

生
か
さ
れ
て
ぃ
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。ま

た
、
先
に
説
明
し
た
よ
う
に

二
年
連
続
で
お
年
寄
り
が
犠
牲
と

な
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

も
契
機
と
な
り
、
村
民
の
意
識
改

革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
議
会
が
提
案
し
て

新
し
い
条
例
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

｀

例

の

内

心

こ

の
条

例

は

、

全

十

一

条

か

ら

な

っ
て

い
ま

す

が

、

特

に

み

な

さ

ん
に

関

係

の

あ

る

内

容

を

紹
介

し

ま

す

。
（
一
部
表
現
を
分
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
）

○

交

通

安

全

教

育

指
導

員

の

設
置

（
第
五

条
）
村
長
は

、
村
民
に
交

通
ル
ー
ル

及
び
交

通
マ

ナ
ー
を
周

知
す

る
た
め
、
交

通
安
全
教
育
指

導
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す

。

にぎや かな交通安全パレ ード（昭和５８年）

子どもの安全を守るのもお父さんの役目



村
で
は
、
次
の
方
々
を
交
通
安

全
教
育
指
導
員
に
任
命
し
、
街
頭

指
導
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

⑤
大
佐
井
地
区

東
出

大
、
島
野

芳
弘

松
谷

侃
治
、
宮
川

英
徳

奥
本

太
朗
、
奥
本

貴
樹

小
笠
原
忠
雄
、
東
出

ミ
ヤ

樋
口

た
み
、
工
藤

彰
輝

顳
古
佐
井
地
区

内
田

信
義
、
中
村

昭
彦

川
岸

忠
良
、
渋
田

昌
平

田
代
七
五
三
、
紀
伊

哲
子

窓
川
目
地
区

宮
沢
美
江
子

賠
矢
越
地
区

舘
脇

恵
子

座
原
田
地
区

宮
田

良
子

厠
磯
谷
地
区

横
濱

幸
江

鰮
長
後
地
区

大
石
さ
だ
子

羅
福
浦
地
区

田
中

昭
子

勁
牛
滝
地
区

中
西

文
子

鰯
村

職

員

渡
邊

隆
二

中
村

優
子

⑩
交
通
弱
者
を
守
ろ
う

（
第
七
条
）
高
齢
者
、
障
害
者

及
び
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
村
内
を
通
行
す
る
運

転
者
及
び
通
行
者
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
及
び
子
供
の
保
護
に
努

め
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
が
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
事
故
を

防
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

擧
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
よ
う

（
第
八
条
）
運
転
者
は
、
必
ず
自

ら
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

と
と
も
に
、
助
手
席
な
ど
の
同
乗

者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ

せ
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
月
の
広
報
で
も
条
例
制
定
後

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
の
推

移
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十

月
一
日
現
在
で
は
八
一
∵

九
％
で

県
内
で
第
三
十
八
位
匸

一
ヶ
月
前

の
八
月
よ
り
、
着
用
率
で
三
・
八

％
、
順
位
で
十
三
位
上
が
っ
て
い

ま
す
。

廱
自
転
車
も
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

（
第
九
条
）
自
転
車
で
道
路
を

通
行
す
る
人
は
、
交
通
ル
ー
ル

及
び
交
通
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
反
射
材
を
着
用
し
よ
う

（
第
十
条
）
村
民
は
、
夜
間
道

路
を
通
行
す
る
と
き
に
は
、
反

射
材
な
ど
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
製
品
を
着
用
す
る
よ

ごつ
努
め
ま
す
。

既
に
村
内
の
各
家
庭
に
反
射
ベ

ル
ト
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

母
の
会
な
ど
と
協
力
し
て
、
反
射

材
の
普
及
を
図
る
た
め
、
夜
間
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
二
年
連
続
で
発

生
し
た
死
亡
事
故
が
、
い
ず
れ
も

夕
暮
れ
時
で
歩
行
者
が
運
転
手
か

ら
見
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
発

生
し
た
も
の
で
、
被
災
者
が
仮
に

反
射
材
を
着
用
し
て
い
た
ら
防
げ

だ
の
で
は
な
い
か
、
と
の
反
省
に

立
っ
て
第
十
条
は
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

こ

れ

か

ら

の

課

条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
九
ヶ

月
、
昨
年
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
か
ら
ほ
ぼ
一
年
経
ち
ま
す
。

条
例
を
制
定
し
て
も
そ
の
後
の

具
体
的
な
活
動
が
見
え
に
く
い
た

め
、
そ
の
活
動
方
法
を
試
行
錯
誤

し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
中
で
、

佐
井
村
の
反
射
ベ
ル
ト
配
布
や
広

報
で
の
交
母
だ
よ
り
な
ど
、
予
算

の
伴
っ
た
目
に
見
え
る
形
で
の
活

動
は
、
県
内
で
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
紹
介
し
た
第
七

条
（
交
通
弱
者
の
保
護
）
、
第
八

条
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
）

そ
し
て
第
九
条
（
自
転
車
利
用
者

の
交
通
ル
ー
ル
な
ど
の
頽
守
）
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
具
体
的
な
施
策

を
講
じ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

村
だ
け
が
取
り
組
ん
で
も
達
成
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
団
体
を

は
じ
め
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
達
成
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
み
な
さ
ん

へ
交
通
安
全
活
動
を
普
及
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
と

い
っ
た
課
題

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
み
な
が
ら
交
通
安
全
活

動
を
続
け
て
い
き
、
本
条
例
の
最

大
の
目
的
で
あ
る
。

「
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
」

を
達
成
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圉
担
当

役
場
総
務
課

ａ

⑩
ｎ
乙
１
１
１

手をあげて左右をよく見て渡ろうね

チャイルドシートで安心ドライブ

反射材の威力は試してみましたか？

安全を陰で支えるお母さん

交通安全の心 を確認し合 う各種大会



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

みんなで達成しよう ／

次の 目 標 は１，０００日

ただいまの記録（１２／１現在）

交通 皸 死 ゼ 囗３６０日

苞

生

き

し

て

ね

Ｉ

・

～
老
人
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
編
～

私
た
ち
母
の
会
は
、
十
一
月
五

日
に
ア
ル
ザ
ス
で
行
わ
れ
た
「
老

人
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
、
村
内

の
各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た
お
年
寄

り
の
み
な
さ
ん
に
反
射
材
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
腰
を
下

ろ
し
て
も
ら
い
。

「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
で
元
気

に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」

と

話

し

な

が

ら

、
履

い

て
き

た
く

つ
に

ヒ

ー

ル

ラ

イ

ト

を
貼

っ

て

あ

げ

ま

し

た

。

反

射

材

を

貼

っ

た

く

つ

を

見

て

、「

お
し

ゃ
れ

に

な

っ
た

よ

／・
」

な

ど

と

喜

ん

で

も

ら

い

ま
し

た

。

悲

惨

な
交

通

事
故

に

だ
け

は

絶

対

に

遭

わ

な

い

で

ほ

し

い

と
願

う

一

日

で

し

た

。

三

個

人

。

四

団

体

表

彰

さ

れ

る

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
交
通
安
全

青
森
県
民
大
会
」
が
十
一
月
十
一

日
、
青
森
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
囗
、
当
村
か
ら
次
の
三
個

人
と
四
つ
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

・
青
森
県
知
事
表
彰

（
交
通
安
全
功
労
者
）

東

出

冫へ

ヤ

（
交
通
安
全
功
労
団
体
）

佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
市
町
村

村
の
部
第
三
位
）

佐

井

村

（
活
彩
あ
お
も
り
ヤ
ン
グ
セ
ー
フ

テ
ィ

ー
○
○
無
事
故
・
無
違
反
を

達
成
し
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣

旨
に
添

っ
た
活
動
を
し
た
チ
ー

ム
）佐

井
村
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム

・
青
森
県
交
通
安
全
協
会
長
・
青

森
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰

（
交
通
指
導
隊
優
秀
特
別
精
勤

賞
）内

田

信

義

（
交
通
指
導
隊
特
別
精
勤
賞
）

松

谷

倪

治

・
青
森
県
安
全
運
転
管
理
者
協
会

長
・
青
森
県
警
察
本
部
長
連
名
表

彰（
優
良
事
業
所
）

佐
井
村
漁
業
協
同
組
合

ウ
イ
ン

グ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
／

十
一
月
六
日
、
大
間
町
で
「
む

つ
・
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
交
通
安
全
母
の
会
の
む

つ
・
下
北
地
区
各
会
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

今
大
会
の
各
来
賓
の
祝
辞
の
中

に
、
当
村
が
反
射
ベ
ル
ト
を
毎
戸

配
布
し
、
そ
の
普
及
活
動
の
一
環

と
し
て
反
射
材
の
夜
間
パ
レ
ー
ド

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
る
方
が
何
人
か
お
り
、
私
た
ち

の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
大
変
元
気
付
け
ら
れ
た
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
く
来
賓
の
祝
辞
の
中
に
興
味
深

い
お
話
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
の
青
森
県
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
二
二
〇

名
。
そ
の
う
ち
、
児
童
・
生
徒
の

犠
牲
者
が
四
十
四
名
。

そ
の
後
、母
の
会
が
設
立
さ
れ
、

全
犠
牲
者
に
占
め
る
児
童
・
生
徒

の
犠
牲
者
は
、平
成
七
年
は
○
名
、

平
成
八
年
と

九
年

は
三
名
で
し

た
。
こ
れ
は
、
母
の
会
の
地
道
な

活
動
に
よ
る
こ
と
が
大
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
一
つ
の
デ
ー
タ

で
す
。
現
在
、
児
童
・
生
徒
の
犠

牲
者
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
反
対

に
高
齢
者
の
犠
牲
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
毋
の
会

の
活
動
の
対
象
を
高
齢
者
に
も
広

げ
る
こ
と
で
、
こ
の
層
の
犠
牲
者

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

佐
井
村
で
も
昨
年
、
一
昨
年
と

二
年
続
け
て
発
生
し
た
死
亡
事
故

が
と
も
に
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
二
言
で
し
た
。



～

ら
佐
井
駐
在
所

登
⑩
２
２
１
８

～ 車はシートベルト、海では救命胴衣を必ずつけてください。お願いします～

年
末
年
始
に
向
け
て

ｔ

１０

〈
晋

高
／
め

よ

う

が

今
回
は
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
か

ら
、
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
ク
イ
ズ
形

式
に
し
て
み
ま
し
た
。
下
の
イ
ラ

ス
ト
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
ご

家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ち
な
み

に
イ
ラ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
、

⑥
ウ
マ
イ
話
に
は
裏
が
あ
る

⑧
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
し
よ
う

⑤
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な

い
よ
う
に
し
よ
う

⑤
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い
、
夜
間

は
特
に
気
を
つ
け
よ
う

⑥
出
か
け
る
時
は
、
戸
閉
ま
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

有
山
は
あ
な
た
の
気
の
緩
み
を

狙
っ
て
い
ま
す

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

す
べ
て
が
、
み
な
さ
ん
の
周
り
に

起
こ
り
得
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

○
駐
在
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の

意
見
、
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
電
話
、
（

ガ
キ
何
で
も
結
構

で
す
。

Ａ
イ
ラ
ス
ト
ク
イ
ズ
の
答
え
▽

④
―
⑥
、
⑧
－

④
、
⑤
－

②
、

⑩
－

①
、
⑥
－

③
、
⑤
－

⑤

事
件
・
事
故

（
平
成
１０

年
１１
月
１０
日
現
在
）

・
一
……一
月
４
日

深
夜

福
浦
地
区
で
不
審
者
の
通
報
あ

り
、
急
行
し
確
保

・
１０
月
１３
日

夜

大
作
山
で
搜
難
発
生
、
翌
日
の

午
後
、
神
奈
川
在
住
の
女
性
を

無
事
発
見
保
護

・
１０
月
２０
日

深
夜

矢
越
地
区
で
自
転
車
盗
難
事
件

発
生

・
１０
月
２６
日

古
佐
井
地
区
で
窃
盗
事
件
発
生
、

１７
才
少
年
を
検
挙

・
１０
月
３０
日

午
後

仏
ヶ
浦
付
近
国
道
で
物
件
事
故

・
１１
月
１
日

早
朝

福
浦
港
に
落
雷
、
ふ
く
う
ら
丸

被
害

・
‥日
月
５
日

午
後

大
畑
町
で
女
性
に
対
す
る
誘
拐

容
疑
事
件
発
生
、
犯
人
逮
捕

・
‥川
月
６
日

昼

原
田
地
区
で
原
野
火
災

・
１１
月
７
日

深
夜

古
佐
井
地
区
で
普
通
乗
用
車
に

対
す
る
器
物
破
損
事
件
発
生

・
‥川
月
８
日

深
夜

大
間
畸
沖
合
で
漁
船
転
覆
、
忖一

日
夕
方
搜
難
者
発
見



わいどの広場

多 賀 丸 記 念 碑 除 幕 式

江
戸
時
代
の
延

享

年
間
、

佐
井
港
を
出
た
後
ロ
シ
ア
に

漂
着
し
た
多
賀
丸
と
そ
の
乘

組
員
た
ち
の
功
績
を
後
世
に

残
そ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
記
念

碑
が
し
お
さ
い
公
園
内
に
完

成
。
除
幕
式
が
十
一
月
二
十

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
口
交
流
の
先
駆
者
と
な

っ
た
乗
組
員
の
子
孫
の
方
々

や
多
賀
丸
の
調
査
研
究
に
当

た
っ
た
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
大
学

の
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
教
授
、
村

内
の
小
中
学
生
ら
十
二
名
に

よ
っ
て
紅
白
の
テ
ー
ブ
ル
矧

か
れ
る
と
、
大
き
な
黒
御
影

石
の
碑
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

じじ、ばば一緒に遊ぼうよ

佐
井

村

レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
サ

ー

ク
ル
で

は
、
十

月
二

十

四

日
、
「
じ

じ

、

ば

ば

一

緒
に

遊

ぼ
う

よ
、

遊

ん
で
よ

の
集

い
」
を
開

催
し
ま

し

た
。

楽
し

い
長
寿
社

会
を

つ
く

る
た

め
の

一
環
と

し

て
森
林

体
験
館

周
辺

で
行

わ

れ
た
こ

の
イ

ベ
ン

ト
に

は
、
村
内

の

高
齢

者
と
小

中

学
生
約

五
十

名

が
参
加

。

グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル

フ
、

ペ

タ
ン

ク
の
ニ
ュ

ー
ス

ポ

ー
ツ
を

一
緒

に
楽
し

ん
だ

あ
と

、
ゴ

ニ
ン

カ
ン
を

お
年

寄

り

か
ら

教
え

て
も

ら
い
、

笑

い
声
が
絶
え

な

い
楽

し

い

一
日
を

過

ご
し
ま

し
た

。

原 子 力 に つ い て 学 ぶ

十
月
二
十
日
、
ア
ル
ザ
ス

で
原
子
力
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
間
町
で
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
原

子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
現
在
、
電
力
中
決
漸
究

所
顧
問
で
あ
る
松
岡

理

氏

を
講
師
に
迎
え
、
約
一
時
間

半
に
わ
た
っ
て
「
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
安
全
性
と
大
間
原
子

力
発
電
所
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
、
参
加
者
は
ス
ラ
イ

ド
を
見
な
が
ら
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

村 の 歴 史 散 歩

大

佐
井

に

住
む
奥

本

算
人

さ

ん

が
こ

の
ほ

ど
、
「

村

の

歴
史

散

歩
」
を

自
費

出
版

、

村
内

の
小

中

学
生

に
贈
り

ま

し

た
。

小

学
校

の

校
長
を

務

め
て

い
た
奥
本

さ

ん
は

、
現

役
時

代

か
ら
、

郷

土
史

の
学

習
の

大

切
さ
を

訴
え

て

い
ま
し

た

が
、

そ

の
た

め
の

適
当

な
本

が
な
か

っ
た
こ

と
か

ら
、「
自

分

で
書
こ

う
」

と

決
意

。
長

年

に
わ

た
り

集
め

た
多

く
の

資
料

を

も
と

に
、

昨
年

か
ら

今
年

に

か
け

て
一
気

に

書
き

あ

げ
ま
し

た

。
村

の
文
化

の

懐
の
深

さ
を
知

る
一
冊
で
す
。



あなたの１票を村政に…

……ユ
剱 暴 難

：
挙 が 行 わ れ ま す 、ｆ

つ
１２月２０日（日）投票

＜告示日１２月１５日（火）＞
来年１月１５日任期満了となる村長選挙は、今年１２月２０日（日）行われることになりました。

次のことがらをよく読んで、忘れずに投票しましょう。

◆ 投 票 で き る 方

・ 平 成１０年 ９ 月１４日 以 前 に 佐 井 村 に 住 民 登 録 を し た 方 ・ 昭 和 ５３年１２月２１日 以 前 に 生 ま れ た 方

※なお、 修学のため佐井村を離 れ、他市区 町村 の寮、下宿 などに住 んでいる学生 は投 票で きませ ん。こ の場合、 佐井 村に住民登録をし

ていて も、公 職選挙 法上 の住所は現に住 んでい る所 になります。

もし、上 記の学生 に村 長選挙の入場券が配布されまし たら、１２月１５日まで に佐井村選挙管理委員会へお知らせ ください。

◆ 不 在 者 投 票

（１） 投 票 当 日 、 次 の 理 由 で 自 ら 投 票 所 に 行 っ て 投 票 す る こ と が で き な い 方 は 、 不 在 者 投 票 を す る こ と が で き

ま す 。

①仕事に従事するとき。

②仕事以外で、投票区域外に外出、旅行または

滞在するとき。

③病気や身体の障害のため歩行が困難なとき。

④出稼ぎ中のとき。（出稼ぎ地から佐井村選挙

管理委員会に不在者投票を申し出ると、出稼

ぎ地の選挙管理委員会で投票できます。）

⑤不在者投票できる病院に入院したとき。

（院長に申し出ると、院長が本人に代わって

請求の手続きをとってくれます。）

（２） 日 時

１２月１５日㈹から１２月工９日（土）まで

（時間は午前８時３０分から午後８時までです。）

（３）場 所

佐井村役場（選挙管理委員会）

へお越しください。

◆投票場所と投票時間

右の表のとおりです。

◆開 票

津軽海峡文化館（アルザス）しおさいホールで、投

票日当日の午後９時から行います。

◆問い合わせ

佐井村選挙管理委員会（役場総務課内）

公⑩２１１１

◆投票場所と投票時間



お知らせ

コーナー

技

能

講

習

出
稼
ぎ
者
の
方
へ

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

が
、
作
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
身
に
っ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
で
明
る
い
就
労
が
で
き
る
よ
う

に
、
左
記
の
と
お
り
技
能
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。

「
」
講
習
科
目

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
者

卜－－
期

日

平
成
十
一
年
一
月
六
日
（
水
）

か
ら
一
月
八
日
（
金
）
ま
で

二
時

間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

口
場

所

二

月
六
日
・
七
旦

下
北
文
化
会
館
（
む
っ
市
）

二

月
八
旦

野
村

建
設
㈱
資
材

セ
ン

タ
１
（
む
っ
市
）

匸
受
講
資
格

出
稼
労
働
者

匸
募
集
定
員

三
十
名

二

受

講

料

無
料

乱
申
込
期
間

平
成
十
年
十
二
月
一
日
（
火
）

か
ら
十
二
月
二
十
八
日
（
月
）

ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

昔
⑩
↑
⊥
３
３
１

世

界

人

権

宣

言

人

権

擁

護

委

員

制

度

五

十

周

年

記

念

月

間

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
は
「
世
界
人
権
宣
言
五
十
周

年
・
人
権
擁
護
委
員
制
度
五
十
周

年
記
念
月
間
」
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
に

第
三
回
国
際
連
合
総
会
で
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
今

年
は
ち
ょ
う
ど
五
十
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
基
本
的
人
権
尊
重

の
精
神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
青
森

地

方

法

務

局

と

青

森

県

人

権

擁

護

委

員
連

合

会

で

は

、

次

の

こ

と

が

ら
を

掲
げ

、

県

民

の
み

な

さ

ん

に

人

権
尊

重

思

想

の
大

切

さ

を

呼

び

か
け

て

い
ま

す

。

「

考
え

よ

う

あ

な

た

の

人

権

わ

た
し

の

人

権

」

－

世
界

人
権

宣

言

五

十

周

年
－

……一
。）子

ど

も

の
人

権

を

守

ろ
う

○

国

際
化

時
代

に

ふ

さ
わ

し

い

人

権
意

識

を

育

て
よ

う

○

部

落

差
別

を

な

く
そ

う

○

女

性

の

地
位

を

高

め
よ

う

二
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

匸

咼
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

「
世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
・
人

権
擁
護
委
員
制
度
五
十
周
年
記
念

月
間
」
に
あ
た
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

明
る
く
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま

し
よ
つヽ
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

お
困
り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法

務
局
む
つ
支
局
（
昔
⑩
３
２
０
２
）

ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

・
佐
々
木
寛
昭

ａ
⑩
２
２
７
６

・
山
本

正

ａ
⑩
２
６
６
２

・
三
戸

重
一

ａ
⑩
２
４
３
６

◆
特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ
◆

と

き

平
成
十
年
十
二
月
八
日

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ

ア
ル
ザ
ス
（
会
議
室
）

相
談
担
当
者人

権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

ｉ
「
子
ど
も
の
人
権
相
談
」
も
受

け
付
け
ま
す
。

年

賀

は

が

き

購
入
・
盖
出
は
早
め
に

郵
便
局
で
は
、
年
賀
は
が
き
を

発
売
し
て
い
ま
す
。
品
切
れ
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

年
賀
は
が
き
の
差
出
し
は
、
十

二
月
十
五
日
か
ら
受
付
け
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ

・
県
外
あ
て
↓
十
二
月
二
十
四
日

・
県
内
あ
て
↓
十
二
月
二
十
六
日

・
村
内
あ
て
↓
十
二
月
二
十
九
日

ま
で
に
差
出
す
と
匸

兀
日
に
届
き

ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ

佐
井
郵
便
局

ａ
⑩
２
２
６
０

人権擁護活動

シンボルマーク

むつ科学技術館だより
★ １２ 月 の

ハ イ ビ ジョンソ フト

「ＰＥＮＧＵＩＮＳ」

ペンギンたちの愛くるしい姿を
存分にお楽しみください。

くわしい
こ と は ⑤２０９１へどうぞ

★ 海 洋 地 球 研 究 船「 み ら い 」入 港

１２ ／１６（水 ）～ １２ ／２２（火 ）

当館休憩コーナーから勇姿がご覧になれます。

★ 年 末 年 始 の 休 館 日

１２／２８（月）～ｌ ／４（月）



ア

ニ

メ

ひ

る

が

え

れ

赤
十

字

の

旗

希
望
者
に
お
届
け
し
ま
す

今
年
の
三
月
に
製
作
し
た
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
「
ひ
る
が
え

れ
赤
十
字
の
旗
～
三
上
剛
太
郎
物

語
」
は
、
佐
井
村
出
身
の
医
師
・

三
上
剛
太
郎
が
、
日
露
戦
争
の
時

手
縫
い
の
赤
十
字
旗
を
掲
げ
て
、

敵
味
方
の
区
別
な
く
負
傷
兵
の
治

療
に
あ
た
っ
た
愛
と
感
動
の
物
語

で
す
。
村
が
企
圓
し
た
こ
の
ビ
デ

オ
は
、
教
育
映
画
と
し
て
文
部
省

に
選
定
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に

鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
ご
要
望
に

こ
た
え
て
、
こ
の
ビ
デ
オ
を
二
、

一
〇
〇
円
で
お
届
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
、
十

二
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

言
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

昔
⑨
４
にＪ
０
６

所

得

申

告

は

正

し

く

税
務
署
か
ら

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち

ん
と
記
帳
し
、
取
引
記
録
な
ど
を

保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方
で

も
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方

は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存
な
ど
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

記
帳
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

①
問

い
合
わ
せ

む
っ
税
務
署

公
⑩
４
９
７
６

宮

古

海

員

学

校

生

徒

募

集

国
立
宮
古
海
員
学
校
で
は
、
三

年
間
の
教
育
期
間
で
船
舶
を
運
航

で
き
る
優
秀
な
海
上
技
術
者
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

同
校
で
は
、
平
成
十
一
年
度
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

に
……一
募
集
人
員

本
科
生

約
四
十
名

じ

受
験

資

格

中

学

卒

業

（
見

込

）

者

…
……一
募
集

日

程

平

成

十

一
年

一
月

十

一
日

か
ら

二

月

九

日

ま

で

口

試

験

日

平

成

十

一
年

二

月

十

四

日

に’几｛
試

験

科

目

（
筆

記

）

国

語

、

数

学

、

英
語

口

推

せ
ん
入

学
制

度
も

あ
り
ま

す

。

口

問

い
合

わ

せ

宮
古

海

員

学
校

教
務

課

公

Ｏ
↑
⊥
９

３
⑥

５

３
１

冖ｎ
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
課
？

⑧

今
月
は
出

納

室

で
す
。

出
納
室
で
は
現
在
、
収
入
役

と
二
名
の
職
員
、
そ
れ
に
青
森

銀
行
の
窓
口
一
名
で
毎
日
楽
し

く
（
／
）
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

村
の
お
金
の
出
し
入
れ
を
、
村

の
指
定
銀
行
を
通
し
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
毎
日
管
理
す
る
の

が
主

な

仕

事

で

す

。

歳

入

（
収

入

）

で

は

、

み

な

さ

ん

が

納

め

た

村

税

、
水

道

料

、

保

育

料

や

国

・

県

の
交

付

税

、

補

助

金

な

ど

を

、

各

課

が

使

い

や

す

い
よ
う

に

項

目

別

に

区

分

け

し

、

収
納
し
ま
す
。
歳
出
（
支
出
）

で
は
、
各
課
が
行
っ
た
仕
事
で

生
じ
た
支
出
伝
票
を
審
査
（
支

出
の
根
拠
、
計
算
が
適
正
か
、

予
算
が
目
的
に
反
し
な
い
か
、

年
度
区
分
や
予
算
に
誤
り
は
な

い
か
、
な
ど
）
し
、
業
者
に
代

金
を
支
払
い
ま
す
。
資
金
計
画

に
よ
り
お
お
む
ね
週
一
回
支

払
っ
て
い
ま
す
。
村
の
サ
イ
フ

も
時
と
し
て
カ
ラ
ッ
ポ
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際

は
銀
行
か
ら
一
時
借
り
受
け
て

支
払
い
を
し
ま
す
。

さ

ら

に

、

将

来

の

た

め

に

基

金

が

設

け

ら

れ

、

そ

の

管

理

も
し

て

い
ま
す

。

歳
入

歳
出

と

も

に

、
日

報

月

報

に
ま

と

め

監
査

（
現

金

出

納

検

査

）
を
受

け

、

ま

た

、
年

度

末

に

は
決

算

の

ま

と

め

を

し
ま
す
。
今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
導
入
で
仕
事
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

迅
速
、
正
確
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕

事
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。



新しい 斛の先生です
どう 芒よ，ろし＜！

このたび、佐井村に赴任するこ

とになりましたが、下北は私の生

まれた会津にゆかり の土地と聞

き、親近感を抱いています。また、

弘前大学の医局旅行で、下風呂温

泉に宿泊したこともあり、少なか

らぬ縁があったのだなと考えてい

ます。

ところで、私の趣味は、ジャズ

の鑑賞と演奏、カメラと白黒写真

です。また最近はインターネット

も楽し んでいます。

これから、地域の歯科医療に専

念しますので、よろしくお願いし

ます。みなさまとの出会いを楽し

みにし ています。

佐井診療所

川島 貴雅医師

戸籍の窓口 １１月１５日現在

○お誕生おめでとう

東出 海（節 男）磯 谷

舘脇 基勝（勝 義）矢 越

○ご結婚おめでとう
（福田 昭則 磯 谷

菊池 都 大間町

Ｏおくやみ申し上げます

若山 たよ（徳 治）古佐井

能登 正樹（純 子）古佐井

長尾金三郎（敬 宇）大佐井

宮野 正治（み ん）古佐井

金井 キソ（辰 藏）福 浦

田中 由市（義 美）牛 滝

※個人のプライバシーを尊重する意味で、

掲載して欲し くない方は、届出の際、

係に申し出てください。

佐井村の人口 １０月３１日現在

男 １，６２１ （＋２）

女 １，６２８ 匸 ６）

計 ３，２４９ 匸 ３）

世帯数 １，１１０ ［－ ］．）

（ ）内は前月比

平成１０年度青森県イ

ンディアカ大会が、１１

月１８日剛に青森県営体

育館で開催されました。

村から参加した女子

チームは大健闘、予選

リーグを順調に勝ち抜

き、決勝トーナメント

に進出、見事３位に入

賞しました。
熱戦を闘い抜きさわやかな笑顔の

金澤、松谷、渋田、中村の各選手

齧

集

後

記

過
日
、
献
血
車
が
村
に
来
た
際

は
匸

局
校
生
の
と
き
以
来
十
数
年

ぶ
り

に
献

血
に
チ

ャ
レ
ン

ジ
。

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
人
の
お
役
に
立
て

た
か
な
」
と
い
い
気
分
。
し
か
も

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
と
卵
ま
で
い
た

だ
い
て
い
い
の
か
な
・：
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
血
液
検
査
の
結
果
も
送
ら
れ

て
来
ま
し
た
（
す
べ
て
標
準
値
で

し
た
！
・
）
。
い
い
こ
と
づ
く
め
の

献
血
、
み
な
さ
ん
も
い
か
が
で
す

か
。

下北交通ふるさとバス 佐井⇔ 東京（上野） 全座席殉 撼 定で
施 蛮な移動

■ 帰 省 バ ス（ 東 京 か ら 下 北 へ ）

平 成１０年 １２月 ２ ５（金）・２ ６（土）・２ ７（日）・２ ８（月）・２ ９（火）・３０（水）

平 成１１年 １ 月 ５（火）・６（水）・フ（村・８（金）・９（土）・１０（日）・１ １（月）

’上 野 → 佐 井｀

、
２０：（）Ｏ 翌１０：２１

，
‘ 上 野 → 大 畑｀

８：００ ２０：３０

・ 上 京 バ ス（ 下 北 か ら 東 京 へ ）

平 成１０年 １２月 ２ ４（木）・２ ５（金）・２ ６ 汢）・２ ７（日）・２ ８（月）・２９（火）

平 成１１年 １ 月 ３（日）・４（月）・５ 火 ・６（水）・フ（木）・８（金）・９ 汢）

Ｉ佐井 → 上野｀

，５
：１９ １９：３０

ｊｌ
佐井 → 上野｀

１７：０２ 翌７：３（），

■運賃（佐井→ 上野）

大人１１，０００円 子ども５，５００円

■お申し込み・問い合わせ

下 北 交 通 株 式 会 社

に １ １ 穴 器 品

大 畑 駅 公図２３２５
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